
 
定期巡回・随時対応型訪問介護看護 ２４時間サポート くらしのハーモニー 

令和５年度 自己評価・外部評価 評価表   

自己評価実施期間：令和６年３月１日～１０日 

外部評価実施期間：令和６年３月１２日～３１日 

 

 
タイト 

ル 番

号 

 

 

 
タイトル 

 

 

項目 

番号 

 

 

 
項目 

自己評価  

 

外部評価 

コメント 

実施状況  

 

コメント 

 
でき 
てい 
る 

 

ほぼ 
でき 
てい 
る 

でき 
てい 
ない 
こと 
が多 
い 

 

全く 
でき 
てい 
ない 

Ⅰ  構造評価  （Structure）  ［適切な事業運営］ 

（１）  理念の明確化 

① サ ー ビ ス の 
特 徴 を 踏 ま 

え た 理 念 の 

明確化 

1 当該サービスの特徴で 
ある「利用者等の在宅生 

活の継続」と「心身の機 

能の維持回復」を実現す 

るため、事業所独自の理 

念を掲げている 

  

 

 〇 

  ・法人理念である『住み慣れた

地域で自分らしく暮らせる地域

をつくる』ことを念頭に置き、

定巡サービスの特徴や機能がそ

の実現に大きく活かされるもの

であると位置づけている。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

 

（２）  適切な人材の育成  
① 専 門 技 術 の 

向 上 の た め 

の取り組み 

2 管理者と職員は、当該サ 
ービスの特徴および事 

業所の理念について、そ 

の内容を十分に認識し 

ている 

 

 
 

〇 

  ・管理者より各職員に年複数

回の面談の中で理念共有行っ

ている。 

・年次の研修計画にも理念研

修が位置付けられている。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

 

3 運営者は、専門技術（ア 
セスメント、随時対応時 

のオペレーターの判断 

能力など）の向上のた 

め、職員を育成するため 

の具体的な仕組みの構 

築や、法人内外の研修を 

受ける機会等を確保し 

ている 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

  ・導入している ICTシステム

(スマケア)の母体会社が開催

するオンライン月次研修に適

宜参加している。 

・事業所内の年次研修計画に

『緊急時の対応』を設定し毎

年実施している。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 
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    自己評価  

    実施状況  

 

コメント 

 
タイト 

ル  

番号 

 

タイトル 項目 

番号 

 

項目 
 
でき 
てい 
る 

 

ほぼ 
でき 
てい 
る 

でき 
てい 
ない 
こと 
が多 

 

全く 
でき 
てい 
ない 

外部評価 

コメント 

      い   
  4 管理者は、サービス提供   

 

〇 

  ・個々の職員の特性や習熟度

に応じて担当するケースを振

り分けている。不足する知識

や技術を習得していけるよう

管理者やリーダーが伴走しフ

ォローしている。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

 

 時の職員の配置等を検 

 討する際、職員の能力が 

 最大限に発揮され、能力 

 開発が促されるよう配 

 慮している 

② 介護職・看護 5 介護職・看護職の間で、   

 

〇 

  ・ICT(スマケアシステム)を

活用して連携先訪問看護事業

所と適宜、情報共有に務めて

いる。事業所の事情によりシ

ステムでの共有ができない場

合は、電話や書面での情報共

有を意識的実施している。 

■ 意見なし 

□ 意見あり  職 間 の 相 互  利用者等の特性・状況に 

 理 解 を 深 め  係る相互の理解・認識の 

 る た め の 機  共有のための機会が、十 

 会の確保  分に確保されている 

（３）  適切な組織体制の構築  
① 組 織 マ ネ ジ 6 利用者等の特性に応じ  

 
  

 

 

〇 

  ・ケア体制の強化により同性

ヘルパーによる入浴等希望が

あっても対応できるようにな

った。 

・併設サ高住入居者の重度化

や地域利用ニーズ対応のため

マンパワーを増員している。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

 

 メ ン ト の 取  た柔軟なサービスを提 

 り組み  供するため、最適且つ柔 

   軟な人材配置（業務・シ 

   フトの工夫）を行ってい 

   る 

② 介護・医療連 7 介護・医療連携推進会議  

 

 

 〇 

  
 

 ・介護・医療連携推進会議の

資料や議事録はいつでも閲覧

できるようにしている。ま

た、事業所内で回覧し会議の

場でも共有している。 

■ 意見なし 

□ 意見あり  携 推 進 会 議  を適時適切に開催する 

 で 得 ら れ た  と共に、得られた要望、 

 意 見 等 の 適  助言等（サービスの過少 

 切な反映  供給に対する指摘、改善 

   策の提案等）を、サービ 

   スの提供等に適切に反 

   映させている 
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タイト 

ル 番

号 

 

 

 
タイトル 

 

 
 

項目 

番号 

 

 

 
項目 

自己評価  

 
 

外部評価 

コメント 

実施状況  

 

コメント 

 
でき 
てい 
る 

 

ほぼ 
でき 
てい 
る 

でき 
てい 
ない 
こと 
が多 
い 

 

全く 
でき 
てい 
ない 

（４）   適切な情報提供・共有のための基盤整備 

① 利 用 者 等 の 
状 況 に 係 る 

情 報 の 随 時 

更新・共有の 

た め の 環 境 

整備 

8 利用者等の状況につい 
て、（個人情報管理に配 

慮した上で）必要に応じ 

て関係者間で迅速に共 

有できるよう工夫され 

ている 

  

 

〇 

  ・ICT(スマケアシステム)に

より職員、連携先訪問看護事

業所、居宅介護支援事業所、

希望に応じてご家族もケア記

録等をいつでも閲覧できるよ

うにしている。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

 

 

（５）  安全管理の徹底  
① 職 員 の 安 全 

管理 
9 サービス提供に係る職 

員の安全確保や災害時 

の緊急体制の構築等た 

め、事業所においてその 

具体的な対策が講じら 

れている（交通安全、夜 

間訪問時の防犯対策、災 

害時対応等） 

  

 

 
 

 

 

 

 〇 

 ・交通安全研修は毎年度計画

的に研修を実施できている。 

 

・災害時の BCPについては遅

れており、現在急いで策定に

取り組んでいる。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  
  

 

② 利 用 者 等 の 

個 人 情 報 の 

保護 

10 事業所において、利用者 
等に係る個人情報の適 

切な取り扱いと保護に 

ついての具体的な工夫 

が講じられているとと 

もに、管理者や職員にお 

いて共有されている 

 

 

 〇 

 

 
 

  ・鍵付きのキャビネットで利

用者ファイルを保管する等、

徹底している。 

 

・メール等で緊急的に利用者

情報を扱う場合は伏字を使用

するよう徹底している。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 
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タイト 

ル 番

号 

 

 

 
タイトル 

 

 
 

項目 

番号 

 

 

 
項目 

自己評価  

 
 

外部評価 

コメント 

実施状況  

 

コメント 

 
でき 
てい 
る 

 

ほぼ 
でき 
てい 
る 

でき 
てい 
ない 
こと 
が多 
い 

 

全く 
でき 
てい 
ない 

Ⅱ  過程評価 （Process） 

１．利用者等の特性・変化に応じた専門的なサービス提供 

（１）  利用者等の状況把握及びアセスメントに基づく計画の作成 

① 
利 用 者 等 の 
24 時間の暮 

ら し 全 体 に 

着目した、介 

護・看護両面 

か ら の ア セ 

ス メ ン ト の 

実施 

11 利用者等の一日の生活 
リズムに着目した、アセ 

スメントが提案されて 

いる 

  

 

〇 

  ・1日複数回の支援がないご

利用者の場合でも、変化の兆

候が見られた場合は、随時訪

問回数を増やし、迅速にアセ

スメントできるようにしてい

る。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

12 介護・看護の両面からの 
アセスメントが適切に 

実施され、両者の共有、 

つき合わせ等が行われ 

ている 

  

 
 

 

 

 

 〇 

 ・ICT(スマケアシステム)の

活用、月に 1回の看護アセス

メント訪問にできる限り同行

し情報共有を実施している。 

・日々の支援の中でアセスメ

ントを行っているものの情報

をデータにまとめることが出

来ていない。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

② 利 用 者 の 心 
身 の 機 能 の 

維 持 回 復 や 

在 宅 生 活 の 

継 続 に 軸 足 

を置いた「未 

来志向型」の 

計画の作成 

13 利用者の心身機能の維 
持回復に軸足を置いた 

計画の作成が志向され 

ている 

  

 

 

〇 

  ・ご利用者が今出来る事、将

来的に出来る可能性がある事

を意識したかかわりができる

計画を作成するよう計画作成

責任者に指導している。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 
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タイト 

ル 番

号 

 

 

 
タイトル 

 

 
 

項目 

番号 

 

 

 
項目 

自己評価  

 
 

外部評価 

コメント 

実施状況  

 

コメント 

 
でき 
てい 
る 

 

ほぼ 
でき 
てい 
る 

でき 
てい 
ない 
こと 
が多 
い 

 

全く 
でき 
てい 
ない 

  14 重度化しても医療依存 
度を高め過ぎないよう、 

利用者の今後の変化を 

予測し、先を見越した適 

切なリスク管理を実現 

するための、「未来志向 

型」の計画の作成が志向 

されている 

  

 

 

〇 

  ・24時間、看護師に相談が

可能な仕組みを最大限活用

し、些細な変化であっても出

来る限りの報連相を行うよう

にしている。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

（２）    利用者等の状況変化への柔軟な対応と計画の見直し  
① 計 画 上 の サ 

ー ビ ス 提 供 

日 時 に 限 定 

されない、必 

要 に 応 じ た 

柔 軟 な 定 期 

巡回・随時対 

応 サ ー ビ ス 

の提供 

15 計画上のサービス提供 
日時以外であっても、利 

用者等の状況に変化が 

生じた場合は、必要に応 

じて新たに定期巡回・随 

時対応サービスの提供 

日時を設定するなど、柔 

軟な運営に努めている 

 

 

 
 

 

 

 

〇 

  ・ご利用者の状況に変化があ

れば、適宜ミーティングを行

い、訪問の追加やサービス実

施時間をずらす等の対応をし

ている。 

 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

 



② 継 続 し た モ 

ニ タ リ ン グ 

を 通 じ た 利 

用 者 等 の 状 

況 変 化 の 早 

期把握と、計 

画 へ の 適 宜 

反映 

16 サービス提供を通じた、 

継続的なモニタリング 

による、利用者等の状況 

変化の早期把握と、計画 

への適宜反映が行われ 

ている 

  

 
 

 

 

 

 〇 

 ・毎日の支援を通じて日常的

にモニタリングを実施してい

るがご利用者数の増加に伴

い、担当ケアマネージャーへ

のモニタリング情報の送付は

散発的になってしまってい

る。 

□ 意見なし 

■ 意見あり 

 

  帆足氏：モニタリングに

ついて運営指導で指摘を受

けたとの事だったが具体的

には？ 

 

川端：どのようなサービス

でも定期的なモニタリング

は必須であるが、定巡では

明確な期間が設定されてい

ない。そのため毎日複数回

行う支援やその支援記録自

体がモニタリング情報とな

ると考えていた。しかし、

支援記録では膨大な量にな

るため必要な情報が埋もれ

てしまう。『モニタリング

シート』など、情報がわか

りやすくまとめらえた書面

を作成すべきとの指摘だっ

た。今後はしっかりと書面

に残していくよう改善して

いく。 

 

水口氏：人員に限りがある

中でよく記録に残されてい

ると思う。書面で残ってい

ないと「やっていない」と

みなされるのはつらいが頑

張って残していくしかな

い。 
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    自己評価  

    実施状況  

 

コメント 

 
タイト 

ル 番

号 

 

タイトル 項目 

番号 

 

項目 
 
でき 
てい 
る 

 

ほぼ 
でき 
てい 
る 

でき 
てい 
ない 
こと 
が多 

 

全く 
でき 
てい 
ない 

外部評価 

コメント 

      い   
（３）介護職・看護職の協働による一体的なサービスの提供 

① 介 護 職 と 看 17 より効率的・効果的なサ   

 

〇 

  ・看護的判断と介護的判断を

誤らないよう、ヘルパーへの

指導を徹底している。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

 

 護 職 の 相 互  ービス提供を実現する 

 の 専 門 性 を  ため、介護職、看護職の 

 生 か し た 柔  それぞれの専門性を生 

 軟 な サ ー ビ  かした役割分担が行わ 

 スの提供  れている 

② 看 護 職 に よ 18 看護職から介護職に対   

 

〇 

  ・毎月の看護モニタリングシ

ート、２４時間の日常的な報

連相の中で指導・助言を得ら

れており、大変安心の中で支

援が提供できている。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

 る サ ー ビ ス  し、疾病予防・病状の予 

 提 供 に 関 す  後予測・心身の機能の維 

 る指導、助言  持回復などの観点から、 

   指導、助言が行われてい 

   る 

（４） 利用者等との情報及び意識の共有 

① 利 用 者 等 に 19 サービスの開始前に、利   

 

 

 

〇 

  ・利用開始前の利用者・家族

に対しての重要事項説明の中

で説明し、計画書の更新のタ

イミングでも説明するよう心

掛けている。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

 対 す る 当 該  用者等に本サービスが 

 サ ー ビ ス の  「利用者等の在宅生活 

 趣 旨 及 び 特  の継続」と「心身の機能 

 徴 等 に つ い  の維持回復」を実現する 

 て の 十 分 な  ためのサービスであり、 

 情報提供  訪問サービスは、その趣 

   旨に沿って行われるア 

   セスメントに基づき提 

   供されることについて、 

   十分な情報提供・説明が 

   行われている 
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    自己評価  

    実施状況  

 

コメント 

 
タイト 

ル 番

号 

 

タイトル 項目 

番号 

 

項目 
 
でき 
てい 
る 

 

ほぼ 
でき 
てい 
る 

でき 
てい 
ない 
こと 
が多 

 

全く 
でき 
てい 
ない 

外部評価 

コメント 

      い   
② 利 用 者 等 と 20 作成した計画の目標及   

 

〇 

  ・ご利用者の変化が見られた

場合は速やかにご利用者、ご

家族と報連相を行い、説明と

同意を得たうえでサービス変

更を行っている。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

 

 の 目 標 及 び  びその内容について、利 

 計 画 の 共 有  用者等に十分な説明を 

 と、適時適切  行うなど、共通の認識を 

 な 情 報 の 提  得るための努力がされ 

 供  ている 

  21 利用者の状況の変化や、   

 

〇 

  ・心身状況や生活状況等に目立

つ変化があった際には適宜報告

相談を実施している。十分に個

人情報保護を行いながら、希望

に応じてご家族にも ICT(スマケ

アシステム)でケア記録が見ら

れるようにしている。 

■  意見なし 

□ 意見あり 
 

 

   それに伴うサービス提 

   供の変化等について、家 

   族等への適時・適切な報 

   告・相談等が行われてい 

   る 

２．多職種連携に基づいた包括的・継続的マネジメント 

（１）  共同ケアマネジメントの実践 

① 利 用 者 等 の 22 ケアマネジャーとの間   

 

 

〇 

  ・ICT(スマケアシステム)を活

用し情報共有しながら共同でサ

ービス調整している。ただし、

ICTや書面に依存して情報提供

が一方通行にならないよう、直

接連絡をとり相談する事にも意

識して取り組んでいる。 

□ 意見なし 

■ 意見あり 

  

福本氏：まだ仕組みをよく

理解していないがケアマネ

としてもＩＣＴを情報共有

やアセスメントに活かせて

いければ良いと感じた。 

  

 状 況 の 変 化  で、利用者へのサービス 

 についての、  提供状況、心身の機能の 

 ケ ア マ ネ ジ  変化、周辺環境の変化等 

 ャ ー と の 適  に係る情報が共有され、 

 切 な 情 報 共  サービスの提供日時等 

 有 及 び ケ ア  が共同で決められてい 

 プ ラ ン へ の  る 

 積 極 的 な 提 

案 
  

23 計画の目標達成のため 

に、必要に応じて、ケア 
  

 

〇 

  ・必要に応じて実費訪問介護サ

ービスや有償ボランティアサー

ビス、訪問販売サービス等の併

用をケアマネジャーへ提案して

いる。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

    プランへの積極的な提 

   案（地域内のフォーマ 

   ル・インフォーマルサー 

   ビスの活用等を含む）が 

   行われている 
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タイト 

ル 番

号 

 

 

 
タイトル 

 

 
 

項目 

番号 

 

 

 
項目 

自己評価  

 
 

外部評価 

コメント 

実施状況  

 

コメント 

 
でき 
てい 
る 

 

ほぼ 
でき 
てい 
る 

でき 
てい 
ない 
こと 
が多 
い 

 

全く 
でき 
てい 
ない 

② 定 期 的 な ア 
セ ス メ ン ト 

結 果 や 目 標 

の 達 成 状 況 

等に関する、 

多 職 種 へ の 

積 極 的 な 情 

報提供 

24 サービス担当者会議等 
の場を通じて、利用者等 

の状況や計画目標の達 

成状況について、多職種 

への情報提供が行われ 

ている 

  

 

〇 

  ・参加の要請があれば積極的

に参加するようにしている。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 
  

  

 

 

（２） 多職種連携を通じた包括的・継続的マネジメントへの貢献  
① 利 用 者 の 在 

宅 生 活 の 継 

続 に 必 要 と 

なる、利用者 

等 に 対 す る 

包 括 的 な サ 

ポ ー ト つ い 

ての、多職種 

による検討 

25 利用者の在宅生活の継 
続に必要となる、包括的 

なサポート（保険外サー 

ビス、インフォーマルケ 

ア等の活用を含む）につ 

いて、必要に応じて多職 

種による検討が行われ 

ている（※    任意評価項 

 目） 

  

 

 

 〇 

 

 
 

 ・併設するサ高住に来訪する

移動スーパーやコンビニ、衣

料品販売などのインフォーマ

ルサービスをサ高住以外の利

用者にも社会資源として広報

誌などで居宅ケアマネジャー

等へ紹介している。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

 

26 病院・施設への入院・入 
所、及び病院・施設から 

の退院・退所の際など 

に、切れ目のない介護・ 

看護サービスを提供す 

るために、必要に応じて 

多職種による検討や情 

報の共有が行われてい 

る（※任意評価項目） 

  

 

〇 

 

 
 

 ・病院からの退院時は心身状

況の変化や環境変化により生

活不安が大きくなるため、柔

軟な対応が可能な定巡サービ

スを利用するように働きかけ

ている。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 
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タイト 

ル 番

号 

 

 

 
タイトル 

 

 
 

項目 

番号 

 

 

 
項目 

自己評価  

 
 

外部評価 

コメント 

実施状況  

 

コメント 

 
でき 
てい 
る 

 

ほぼ 
でき 
てい 
る 

でき 
てい 
ない 
こと 
が多 
い 

 

全く 
でき 
てい 
ない 

② 多 職 種 に よ 
る 効 果 的 な 

役 割 分 担 及 

び 連 携 に 係 

る検討と、必 

要 に 応 じ た 

関 係 者 等 へ 

の 積 極 的 な 

提案 

27 地域における利用者の 
在宅生活の継続に必要 

となる、包括的なサポー 

ト体制を構築するため、 

多職種による効果的な 

役割分担や連携方策等 

について検討し、共有が 

されている（※任意評価 

 項目） 

  

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

〇 

・「小地域ケア会議」等の地

域課題解決の協働の場には参

加する事が出来なかった。 

□ 意見なし 

■ 意見あり 

  

栗山氏：地域ケア会議のよ

うな具体的な協議の場に足

を運んで情報発信してもら

えると大変ありがたい。良

いサービスなので地域に届

けていただきたい。 

 

水口氏：キャンナス(ボラ

ンティアナース)で地域の

協議の場などに出席してい

るが、地域でボランティア

を担い手がサービス自体の

存在を知らないことが多

い。ぜひ、定巡を地域に知

らせていって欲しい。 

３．誰でも安心して暮らせるまちづくりへの参画  
（１）   地域への積極的な情報発信及び提案  



① 介護・医療連 
携 推 進 会 議 

の記録や、サ 

ー ビ ス の 概 

要 及 び 効 果 

等の、地域に 

向 け た 積 極 

的 な 情 報 の 

発信 

28 介護・医療連携推進会議 
の記録について、誰でも 

見ることのできるよう 

な方法での情報発信が、 

迅速に行われている 

 

 

 

〇 

  

 
 

 ・介護・医療連携推進会議の

資料や議事録はいつでも閲覧

できるよう事業所内に設置

し、議事録は回覧、ホームペ

ージにも掲載している。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

 

29 当該サービスの概要や 
効果等についての、地域 

における正しい理解を 

広めるため、積極的な広 

報周知が行われている 

  

 

〇 

  ・圏域のケアマネジャーを定

期的に訪問し、定期的に発行

している広報誌を手渡す等、

周知活動を行っている。 

 

■ 意見なし 

□ 意見あり 
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    自己評価  

    実施状況  

 

コメント 

 
タイト 

ル 番

号 

 

タイトル 項目 

番号 

 

項目 
 
でき 
てい 
る 

 

ほぼ 
でき 
てい 
る 

でき 
てい 
ない 
こと 
が多 

 

全く 
でき 
てい 
ない 

外部評価 

コメント 

      い   
（２） 地域包括ケアシステムの構築に向けての、まちづくりへの参画 

① 行 政 の 地 域 30 行政が介護保険事業計    

 

〇 

 ・行政の介護保険計画は確認

しているが十分に理解してい

るとはいえない。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

 

 

 

 

 

 包 括 ケ ア シ  画等で掲げている、地域 

 ス テ ム 構 築  包括ケアシステムの構 

 に 係 る 方 針  築方針や計画の内容等 

 や 計 画 の 理  について十分に理解し 

 解  ている 

② サ ー ビ ス 提 31 サービスの提供エリア  

 

〇 

   ・併設サ高住入居者の重度化

対応により、地域居住者への

サービス提供割合は低くなっ

ているが、改善のためのマン

パワー増強を行っている。 

■ 意見なし 

□ 意見あり  供における、  について、特定の建物等 

 地 域 へ の 展  に限定せず、地域へ広く 

 開  展開していくことが志 

   向されている 

③ 安 心 し て 暮 32 当該サービスの提供等    

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

○ 

・地域課題解決の協働の場に

は参加する事が出来なかっ

た。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ら せ る ま ち  を通じて得た情報や知 

 づ く り に 向  見、多様な関係者とのネ 

 けた、積極的  ットワーク等を活用し、 

 な課題提起、  介護・看護の観点から、 

 改 善 策 の 提  まちづくりに係る問題 

 案等  認識を広い関係者間で 

   共有し、必要に応じて具 

   体的な課題提起、改善策 

   の提案等（保険外サービ 

   スやインフォーマルサ 

   ービスの開発・活用等） 

   が行われている（※任意 

    評価項目） 
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タイト 

ル 番

号 

 

 

 
タイトル 

 

 
 

項目 

番号 

 

 

 
項目 

自己評価  

 
 

外部評価 

コメント 

実施状況  

 

コメント 

 
でき 
てい 
る 

 

ほぼ 
でき 
てい 
る 

でき 
てい 
ない 
こと 
が多 
い 

 

全く 
でき 
てい 
ない 

Ⅲ  結果評価 （Outcome） 

① サ ー ビ ス 導 

入 後 の 利 用 

者の変化 

33 サービスの導入により、 

利用者ごとの計画目標 

の達成が図られている 

  

 

 

〇 

  ・計画目標に沿って日々の支

援を行い、都度計画の変更を

ケアマネージャーと共に検討

している。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

 

② 在 宅 生 活 の 
継 続 に 対 す 

る安心感 

34 サービスの導入により、 
利用者等において、在宅 

生活の継続に対する安 

心感が得られている 

  

〇 

  ・多くのご利用者・ご家族か

らサービス利用により「安

心」を感じている旨の言葉を

いただいている。 

■ 意見なし 

□ 意見あり 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【外部評価参加事業所】 

・東宇治北地域包括支援センター 

・介護支援センターくらしのハーモニー 

・ケアプランセンター頼政道 

・ラハイナ訪問看護ステーション 

・宇治市介護保険課給付係 
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